

（別紙）
令和７年度集落法人事例研修会開催要領

１　目的
本県の多くの集落法人は、設立して10年から20年を経過し、オペレーターや代表者等の世代交代を進める時期となり、次世代を担う人材確保が経営課題となっている。
そこで、地域内外から広く人材を探索して人材確保し、次世代につながる法人経営や地域農業の形を目指して取組を進めている集落法人の事例から、課題解決の手法を学び、自らの法人や地域内で取組を進めていくため、研修会を開催する。

２　日時　令和７年12月８日（月）　13時30分～16時00分　（開場：13時00分～）

３　場所　せら文化センター　２階　小ホール（世羅郡世羅町大字寺町1158番地３）
Zoomによるオンライン開催　　※事例紹介とパネルディスカッションのみ配信

４　内容
（１）事例紹介
ア　農事組合法人せんごくの里（北広島町）
組合員とのコミュニケーションを充実させて、専従の組合員を雇用した事例
イ　農事組合法人ファーム西田口（東広島市）
[bookmark: _Hlk211413323]法人内で地域外人材の雇用に対する合意形成を行い、経営内容の見直しを行った事例
ウ　農事組合法人いしどう・杉本貴宏氏（滋賀県蒲生町）
[bookmark: _Hlk211413345]集落法人の構成員となった新規就農者が、自身の経営と両立して地域農業を支えている事例

（２）パネルディスカッション
テーマ１：集落法人における労働力・後継者確保について
テーマ２：集落法人への就農・参加について
【パネリスト】　　・農事組合法人せんごくの里　　代表理事　田村　誠　　氏
・　　　　　　〃　　　　　　　組合員　藤井　進　　氏
・農事組合法人ファーム西田口　代表理事　柏尾　博明　氏
・　　　　　　〃　　　　　　　理　　事　後藤　仁人　氏
・農事組合法人いしどう　　　　組合員　杉本　貴宏　氏
【コーディネーター】大阪経済大学情報社会学部　　 教授　山本　公平　氏

（３）意見交換会（会場参加者のみ）

５　共催
広島県、広島県集落法人連絡協議会

６　参集範囲
県内の集落法人、市町、広島県農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会広島県本部、農業協同組合、（一財）広島県森林整備・農業振興財団、農林水産事務所（農林事業所）、農業技術指導所

７　その他
オンライン参加用のURLは、参加申込者に、後日、御連絡します。



